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論文の内容の要旨

　亙丁革命に伴いインターネットは重要な情報インフラ基盤と成りつつある。インターネットの中核となるプロト

コルはATM（非同期転送モード）とTCP（転送制御プロトコル）である。最も人口に階灸されているのが，TCP

とATMを組み合わせたTCPoverATMプロトコルである。インターネット通信において過剰なトラフイックが流

入するとトラフィック渋滞が発生し，インターネットの応答性を急激に悪化させる結果となる。こ’の現象を専門

的には輻鞍と呼んでいる。この輻鞍をATM上で制御する従来の代表的方式にPPD（部分パケット放棄）方式と

EDP（早期パケット放棄）方式がある。パケットとはデータ転送の最小単位である。ATM上を流れるとき，パケッ

トはさらに複数のセルという短いデータ単位に分割される。

　一般に，ATMでは輻鞍制御のため，入カセルバッファに閾値（バッファ長より短い値）を設けて，ネットワー

ク内に流入するトラフィックを抑えている。しかし，ネットワークのトラフイックが動的に変化すると，変化に

対応できなくなる。

　本論文では，確率pで閾値を設けることにより，PPDおよびEDPの両方式を包含する汎用な輻鞍制御方式を提

案している。すなわち，p＝Oの場合はPPDとなり，p＝1の場合はEPD方式となる。かつ，PPDもEDPも動的

なネットワークトラフイックには適用できないが，本提案方式は確率pを調整することにより，柔軟な対応がで

きる。しかも，シミュレーションにより，パケット廃棄率，スループットなどについて検討した結果，本提案方

式は，従来の方式に比べて遜色ないことが分かった。また，入カセルバッファサイズと適切な確率pを選択する

ことにより，従来の輻鞍制御方式より，高いスループットが得られた。

審査の結果の要旨

　本論文で提案した方式は従来のPPD，EDP方式を包含した汎用性の高い輻鞍制御方法であり，その研究成果は，

今後のインターネットなどのネットワークシステムの設計・構築に与える知見や影響は多大なるものと思われる。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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